
千
葉
県
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
は
、
県
内
の
産
業
を
育

成
し
、
そ
の
受
け
皿
で
あ
る
県
内

の
消
費
を
温
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
介
護
や
子
育
て

な
ど
の
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
、
将
来
に
安
心
感
を
与
え
、

消
費
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
も
、
千
葉
県
の
統
計
を
使
っ

て
経
済
波
及
効
果
を
測
定
す
る
と
、

初
期
投
資
が
１
０
０
億
円
の
場
合
、

「
介
護
」
の
雇
用
者
所
得
誘
発
額

は
７
５
億
円
で
す
が
、
「
公
共
事

業
」
は
５
１
億
円
。
雇
用
誘
発
効

果
は
「
介
護
」
が
２
３
９
７
人
で
、

「
公
共
事
業
」
は
１
４
６
８
人
。「
介

護
」
の
雇
用
効
果
は
「
公
共
事
業
」

の
１
・
６
倍
に
も
な
り
ま
す
。
消

費
を
温
め
る
た
め
に
、
ど
ち
ら
が

有
利
か
は
明
ら
か
で
す
。

と
こ
ろ
が
県
の
経
済
対
策

の
中
心
は
「
工
業
団
地
を
造

成
す
れ
ば
工
場
が
来
て
く
れ

る
」
「
高
速
道
路
を
作
れ
ば

使
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う
呼

び
込
み
型
で
、
こ
れ
ま
で
失

敗
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー

ク
は
、
基
盤
整
備
に
５
０
０

億
円
、
ア
ク
セ
ス
道
路
や
調

整
池
の
代
替
で
あ
る
柳
川
ダ

ム
な
ど
を
入
れ
る
と
１
０
０

０
億
円
を
超
え
る
初
期
投
資

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
費
も

昨
年
度
ま
で
で
１
２
５
０
億
円
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
だ
け
の
巨
費
を

投
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文

字
通
り
大
破
綻
と
な
り
ま
し
た
。

幕
張
メ
ッ
セ
は
税
金
で
毎
年
毎

年
赤
字
の
穴
埋
め
を
行
い
、
幕
張

新
都
心
全
体
の
開
発
も
広
大
な
造

成
地
が
売
れ
残
り
６
８
５
億
円
も

の
大
赤
字
で
す
。

金
の
力
で
企
業
を
呼
び
込
も
う

と
い
う
企
業
立
地
補
助
金
も
、
５

０
億
円
も
の
補
助
金
を
約
束
し
た

Ｉ
Ｐ
Ｓ
ア
ル
フ
ァ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
は
、

１
人
の
正
規
社
員
も
雇
わ
ず
、
業

績
不
振
で
転
売
さ
れ
、
わ
ず
か
５

年
で
休
止
と
い
う
事
態
と
な
り
ま

し
た
。

呼
び
込
み
方
式
が
こ
う
し
た
結

末
に
な
る
の
は
、
来
る
か
来
な
い

か
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
か
け
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
で

す
。
過
大
な
見
込
み
を
描
き
出
し
、

莫
大
な
税
金
を
投
入
し
、
失
敗
す

れ
ば
穴
埋
め
に
ま
た
税
金
が
投
入

さ
れ
る
―
―
。

こ
う
し
た
や
り
方
か
ら
急
い
で

転
換
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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９
・
５
▼
千
葉
県
行
徳
野

鳥
観
察
舎
の
存
続
で
県
要

請
に
同
席

９
・
６
▼
ア
ジ
ア
ア
フ
リ

カ
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯

委
員
会
の
講
演
会
に
参
加

９
・
７
▼
平
和
・
民
主
・

革
新
を
め
ざ
す
船
橋
の
会

世
話
人
会

９
・
８
▼
県
議
団
会
議

９
・
９
▼
９
月
県
議
会
議

案
説
明

９
・
10
▼
贅
沢
な
勉
強
会

に
参
加

９
・
11
▼
平
和
民
主
革
新

を
め
ざ
す
船
橋
の
会
の
斉

藤
和
子
衆
議
院
議
員
国
会

報
告
会
に
参
加

９
・
12
▼
議
案
説
明

９
・
13
▼
岩
井
友
子
市
議

と
三
番
瀬
環
境
学
習
館
の

船
橋
市
へ
の
要
請
に
同
席

９
・
14
▼
県
議
会
議
会
運

営
委
員
会
に
出
席

９
・
15
▼
県
議
団
会
議
／

三
番
瀬
公
金
違
法
支
出
判

決
を
活
か
す
会
の
会
議

９
・
16
▼
船
橋
国
保
を
よ

く
す
る
会
準
備
会
の
会
議

９
・
17
▼
松
﨑
佐
智
市
議

と
議
会
報
告
会
（
西
船
）

仮
に
１
０
０
億
円
を
投
資
し
た
と
し
た
ら
、
雇
用
が
何
人
増

え
る
の
か
計
算
し
て
み
た
ら
、
千
葉
県
内
で
は
「
介
護
」
の
方

が
「
公
共
事
業
」
よ
り
１
・
６
倍
も
増
え
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
経
済
対
策
の
カ
ギ
が
あ
り
ま
す
。
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丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

経
済
活
性
化
は
消
費

を
温
め
る
の
が
一
番

東京湾の最奥部・三番瀬に面して

いる行徳湿地の一角に建てられてい

る千葉県行徳野鳥観察舎（市川市）

について７月２１日、県行政改革推

進本部が「廃止する方向で検討す

る」ことを決め、「跡地の利用につ

いては、市川市と協議を行う」とし

ました。理由は「広域的な利用の観

点や老朽化等の問題から、県施設と

して維持する必要性が低いため」。一方、行徳湿地については「今後も県が管理を継

続していく」としています。

こうした状況を踏まえて三番瀬を守る会などが９月５日、県に野鳥観察舎の存続を

要請しました。参加者は「方針案には６０６件も意見が寄せられ、大多数が存続を求

めている」と指摘。「利用者の７割が市川市民なので県立としての必要性が低い」と

いう県側の主張については、「それは、観察舎を利用した人が入館時に記帳している

名簿の数字だが、少なくない人が記帳していないため現実を反映していない」「そも

そも県が鳥獣保護区に指定した行徳湿地の付属施設であり、当然、県が設置管理すべ

きだ」などと述べ、あらためて県立施設としての存続を求めました。

県側は、「市川市との協議の場で、存続を求める意見や署名を参考にしていきた

い」と答えました。また要請の中で、野鳥観察舎が耐震基準を下回っており、改修の

ためには１億４０００万円程度かかることや、建物を解体して更地にするために５０

００万円程度の費用が必要であることが示されました。

呼
び
込
み
型
の
や
り

方
は
す
べ
て
大
破
綻

莫
大
な
税
金
を
投
入

し
失
敗
に
ま
た
税
金

行
徳
野
鳥
観
察
舎
の
存
続
を
求
め
て
県
に

要
請
す
る
参
加
者
。＝

９
月
５
日
・
県
庁
内


